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日時：2019年 2月 6日（水）【通算回】第 403回 場所：ホテル・ニューオータニ東京 
 

 

構成員数 2019年 2月 6日 現在 32名 出席者数 12名 
 

ゲストビジター紹介 

(1)ゲストスピーカー 東京代官山ロータリークラブ 石川 善樹 様 

(2)RI第 2580地区 東京江戸川ローターアクトクラブ 森本 信成 様 

(3)東京銀座ローターアクトクラブ 天野 景太 様 

(4) 米山奨学生 賈 悦 様 

(5) 米山奨学生 鄭 宰泳 様 

拡大補佐 吉井 栄 様 

議事内容/結果 

１．会長報告 

２月１６日(土) ９周年記念移動例会があります。西日暮里で社交ダンスのレッスンを企画していま

す。３月９日(土)は米山奨学生・米山学友による研究発表会です。皆さん、奮ってご参加ください。

３月例会予定：９日(土)、13日(水)、23日(土)、４月例会予定：３日(水) 

２．幹事報告 

2月 12日(火) 2019-20年度 地区チーム研修セミナーがあります。 

３. 委員会報告 

２月分奨学金贈呈 

４. 会員報告 

朴会員より 7月 27日(土)にモンゴルで「絆 in モンゴル」が開催されます。 

参加希望の方がいらっしゃいましたら、朴会員まで。 

５. ニコニコボックス 

後藤会長よりいただきました。ありがとうございました。 

６．卓話 22世紀に向けたグランドチャレンジ～予防医学からの視点～ 
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ロータリーの掲げる目標の一つに「ポリオ撲滅」があるが、22世紀には恐らくその目標は達成され

ているであろう。では、ポリオを撲滅した後、ロータリーは何をすべきか。 

22世紀には、人口の 2/3が都市に集中し、家はますます狭くなる。そんな不自由の中でも、医学の

発達から寿命は延びて行くので、「退屈」が人類の大きな課題になると予想される。 

「退屈」をしのぐにはどうしたらよいか？それは…「困っている人に手を差し伸べること」 

「赤の他人を助ける」という行動は動物の中で人間だけである。人間の脳は困っている人に共感する

だけでは苦しいばかりで、困っている人を助けると初めて幸せを感じる。 

これが 22世紀のロータリーの意義ではないだろうか。 

 
 

                           平成 31年 2月 18日  

議事録作成者 礒邉  
次回 日時/場所 

日時 平成 31年 2月 16日（土） 

９周年記念移動例会 
場所 Y&M DANCE LAB. 

 
 

 


